
 ☆☆ 8月度の在籍表彰 ☆☆ 

 11ヵ年 北村 修久 11ヵ年 西井 幾雄 

☆☆６ヵ月ホームクラブ皆出席者☆☆ 

  中村 修   寺杣 晃一        

                   （以上敬称略） 

 ＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

先週休会、来週休会。８月の前半は特別のクラ

ブ行事もなく、静かな八月鎮魂の日々を過ごせ

そうです。 

先端科学をめぐる悲しい悲しいニュースが、

昨々日報じられました。一つは、理研の笹井博士

の自殺。一つは、タイの代理母が生んだ子供を

オーストラリアの依頼主が引取りを拒否した

件。いずれも人間が欲望の侭に突き進んでいっ

た末の悲劇と思いますが、皆様はどう思われる

でしょうか。 

８月は６９年前のアメリカによる広島・長崎

への原爆投下。ソ連の満州・千島・樺太への侵略。

８月１５日の終戦。わが国にとって、また、国民

すべてが決して忘れてはいけない歴史の刻まれ

た日々でした。歴史を直視する絶好の季節がこ

の８月ですが、皆様はいかがお過ごしになられ

ますでしょうか。 
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☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2258回） 

２）ソング  奉仕の理想 

３）クラブ協議会（ガバナー補佐訪問） 
 

 

   次週（８月２８日）のお知らせ 

１）例 会 （2259回） 
２）ソング  夏の思い出 
３）卓 話  「シルクロードのオアシス、  
         新疆ウイグルの昔と今」 
             中野 格 会員 
４）9月度定例理事会 
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例 会 毎週木曜日 12時30分 インターコンチネンタルホテル大阪 

会 長 小寺 一矢  幹 事 中島 清治  広報委員長 成松 正和 
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☆☆ 戸田 和孝ガバナー補佐訪問を心から歓迎申し上げます ☆☆ 

会員増強・拡大月間 



☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① 公益財団法人ロータリー日本財団より「確定

申告用寄付金領収証」・「税額控除に係る証明

書の写し」が届きましたのでポストにお配り

しております。「寄付者の皆様へ」もご一緒に

お配りしていますので内容のご確認をお願い

いたします。 

② 2014-15年度年次計画書の「年間行事予定表」

（10月30日休会を10月23日休会に変更）ならび

に「収支予算書」（会員数 65名を63名）に訂

正がございます。本日訂正分をお配りしてお

ります。 

③ 本年度は情報集会をメークアップの対象とさ

せて頂きます。なお、テーブルマスターは当日

欠席者がございましたら必ず事務局までご連

絡をお願いいたします。 

④ 「第13回ロータリー全国囲碁大会」のご案内

が届いております。詳細につきまして掲示板

をご覧ください。 

⑤ 茨木西ロータリークラブ「創立20周年記念誌」

が届きましたので事務局で保管しておりま

す。 

⑥ 「2014-15年度 地区大会」のリーフレットが

届いておりますので本日お配りしておりま

す。なお、9月末に再度ご案内ならびに出欠表

が届きます。 

⑦ 「2014年 秋の上級ライラ」のチラシを本日お

配りしております。 

⑧ 2014-15年度 地区委員会活動計画書を関係各

位にお配りしております。 

⑨ 「2014-15年度 IM6組 インターシティ・ミー

ティング」出欠のご返事を事務局までお願い

いたします。 

⑩ №1・3・4テーブル、№6・7テーブル、№2・5テー

ブル情報集会の出欠のご返事を事務局までお

願いいたします。 

⑪ 「2014～2015年度 上半期会費のお願い」をさ

せて頂いております。お振り込み宜しくお願

いいたします。 

⑫ 次々週例会場にて「クラブ協議会（ガバナー補

佐訪問）」を開催いたします。ご出席者は本年

度の年次計画書を必ずご持参いただきますよ

うお願いします。会員各位の多数のご参加を

お願いいたします。 

⑬ 次週8月14日（木）は定款により休会にさせて

頂きます。なお、事務局のお盆休みは8月13日

（月）～15日（水）ですが事務局は12日からお

休みさせて頂きます。 

  ☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

増強委員会卓話よろしくお願いします。 

           大阪中之島ＲＣ福田 忠博 

地区クラブ奉仕・拡大増強委員会、委員長福田

忠博様、本日の卓話よろしくお願い致します。 

              会員強化委員会 

誕生日自祝 重里 國麿 

誕生日自祝 寺杣 晃一 

井戸会員に写真で親切にして頂きました。

 小寺 一矢 

平尾会員、クワガタムシ頂き有難う御座いまし

た。孫が喜んでいます。 中村 健輔 

徳岡さん、虎太郎君ご一家歓迎します。 

 木村 忠夫 

平成26年8月7日  合計金   32,000円 

          累計金 355,000円 

☆☆ 先週（8月 7日）の卓話 ☆☆ 

「会員拡大・増強セミナーにおける 

    会員の増強と退会防止について」 

     地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 

          委員長 福田忠博 様 

昨年度の期首の世界のロータリー会員数が、

初めて120万人を割り込んだので、今年度は特に

会員増強に尽力する旨の要請がRIからありまし

た。 

一方、2660地区の昨年度の会員拡大増強セミ

ナーではバズセッションを行い、その結論とし

ては、クラブの充実、活性化が会員増強・退会防

止につながるということでした。これを受けて、

今年度はクラブの充実、活性化に努めながら、増

強と退会防止に尽力したからでしょうか。地区

の28クラブが会員増強・拡大賞を、1クラブが会員

増強推進計画について、RI会長から表彰を受けま

した。 

そこで、６月１４日の今年度のための会員拡

大・増強セミナーにおいては、地区を代表して４

つのクラブに協力を頂き、どのようにクラブの

充実を計り、どのように会員増強と退会防止に

取り組んでいるかについて、パネルディスカッ

ションを行い、コーディネーターを中心にパネ

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター １名 会員総数 62名 

国内ゲスト  ４名 会員出席 38名(52名) 

外国ビジター ０名 出席規定適用免除 24名 

外国ゲスト  ０名 会員欠席 14名 

8月7日の出席率 73.08％ 

６週間前（7月10日）の 

メークアップを含む出席率 85.96％ 

メークアップ実施会員     2名（欠席者10) 



ラーに意見を求めました。 

協力していただいた4クラブの特徴は、 

（１）会員増強で著しい実績のあるクラブ 

（２）会員数が比較的多いにもかかわらず、退 

   会者のないクラブ 

（３）RIの要請する若い人を中心として、会費 

   の下げを断行して、従来のロータリーの 

   常識と異なる活動を行うために、新しく 

   創立されたクラブ 

（４）クラブの合併を実行し、クラブの活性化 

   を計ったクラブ 

そこでの結論は、会員増強、退会防止策は過去

から多くの提案が出尽くしており、要は、クラブ

での増強計画を忠実に実行することであるとの

結論に達しました。 

☆☆ 本日のランチメニュー ☆☆ 

松花堂弁当  赤出汁 

   日本茶  コーヒー（食後） 
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ロータリーの先駆者<日本編> 

米山 梅吉（よねやま うめきち）（1868～1946） 

 日本のロータリーの創始者。よって、日本ロータリーの父「Father 

of Rotary in Japan」と称されます。 

 1868年2月4日、大和国高取藩の和田氏の三男として東京に生まれ、

父の死後、母の故郷の静岡県長泉（現米山梅吉記念館の所在地）に移

り、中学生まで、ここで過ごします。1883年上京し、1887年、米山家

に養子として入籍。同年渡米し、学問を修め1895年帰国後、三井銀行

に入行しました。 

 その後1918年の渡米中、ダラスロータリークラブ（ＲＣ）のロータ

リアンになっていた福島喜三次の紹介により、彼はロータリークラブと出合いました。そし

て帰国後の1920年10月、米山梅吉は東京ＲＣを創立し会長に就任しました。幹事は福島喜三

次です。 

 これが、日本のロータリークラブの第一歩となりました。その後、彼は1924―26年度国際

ロータリー（ＲＩ）のスペシャル・コミッショナー、1926―27年度ＲＩ理事（日本人初）、

1928－31年度第70地区（当時）ガバナーなどを歴任しています。 

 文筆に優れた彼には、ロータリー関係の主な翻訳書に、ポール・ハリスが著した『ロータ

リーの創設者ポール・ハリス』、『ロータリーの理想と友愛』（原題は『This Rotarian 

Age』）があります。 

 また1952年、東京ＲＣは彼の功績を記念し、日本で学ぶ外国人留学生に対して支援を行う

「米山奨学制度」を構想しました。現在の「ロータリー米山記念奨学会」です。彼は1946年4

月28日、長泉にて逝去。お墓は記念館近くと横浜市の総持寺の2か所にあります。 



☆☆ローターアクトとは☆☆ 

 ローターアクトクラブ（ＲＡＣ）とは、18～30歳（厳密には、30歳になった後の6月30日ま

で）の若年成人を対象に、奉仕を志向する市民と指導者を育成するため、ロータリークラブ

（ＲＣ）が提唱する世界的な団体です。地域社会を基盤とするＲＡＣと、大学を基盤とするＲ

ＡＣの2種類のＲＡＣがあり、1クラブは、少なくとも15人の創立会員でスタートすることが望

まれています。「ローターアクト（ＲＡ）」の名称は、「ロータリー」（Rotary）と「行動」

（Action）からきています。 

 

ローターアクトクラブの誕生 

 1960年代に入って、世界中の青少年が、共に活動できるような組織をつくろう、という機運

が高まりました。1962年、国際ロータリー（ＲＩ）理事会により、まずインターアクトプログ

ラムが宣言され、インターアクトクラブ（Interact Club、ＩＡＣ）が次々と世界各地に創立し

ていきます。しかし、インターアクターは14～18歳の高校生の年代が対象で、卒業と同時に会

員資格が失効。これを継続するものとして、1968年1月に、当時のルーサー Ｈ.ホッジスＲＩ会

長により、「ローターアクト構想」が打ち出されたのでした。 

 1968年、ＲＩ理事会は、初めてＲＡＣの発足を認証。世界最初のＲＡＣは、アメリカ・ノー

スカロライナ州ノースシャーロットＲＣの提唱により、1968年3月13日に結成された、ノース

シャーロットＲＡＣです。 

 

日本最初のローターアクトクラブ 

 日本最初のＲＡＣは、ノースシャーロットＲＡＣと同じ1968年に創立した埼玉県の国際商科

大学ＲＡＣ（現川越ＲＡＣ）です。当時の第357地区（埼玉県・千葉県 現在は第2570地区・埼

玉県）の川越ＲＣの提唱で、6月1日に発足。創立会員12人、例会日は、毎週金曜日でスタート

しました。 

 

ローターアクトの目的 

 若い男女が、個々の能力の開発に当たって役立つ知識や技術を高め、それぞれの地域社会に

おける物質的あるいは社会的なニーズと取り組み、「親睦と奉仕活動を通じて」全世界の人々

の間に、よりよい信頼関係を推進するための機会を、提供することにあるとされています。 

 この「親睦と奉仕活動を通じて」は、ローターアクターの標語であり「奉仕を通じての親睦

（Fellowship Through Service）」として採択されていますし、ＲＡのプログラムは、この標

語を中心として展開されます。 

 

ローターアクトの目標 

1 専門技術、指導能力を開発すること。 

2 個人の価値を認める考え方に立脚して、他人の権利 を尊重する観念を養うこと。 

3 すべての有用な職業は、社会に奉仕する機会である として、その品位と価値を認識するこ

と。 

4 指導者としての資質という面でも、職業上の責務を 遂行するという面でも、道徳的基準が

大切であること を認識し、実践、推進すること。 

5 地域社会と世界各地のニーズ、問題、機会に対する 知識と理解を深めること。 

6 地域社会に奉仕し、国際理解と全人類に対する善意 を推進するために、個人として、また

団体として、活動する機会を提供すること。 

 つまり、こうした目標をもって、ローターアクターは3つの開発――専門知識、指導力、奉仕

プロジェクト、に努めるプログラムを編成するのです。 


